
く日本史探究◎＞江戸時代＠翻直r人の統制 教科書P. 16厄P. /7.2
田砂制社会 ⑤(13)は城下町のす置くに集められ (18 )と呼和

①近世社会当初、エである武士は (1. )・(.2. )釘詞賃落をつ-<よた。（杵）は村ゃ町で書1をつとめたり清掃•
や (3 )叡苧権を持っ支配身分とな‘った。 乞食芸能なとに従事した。

-----------

武士は将軍をいプに大名随誌賀家人なと·\9くつもの階⑦そしてこれらの詩増分は、団体ゃ隻田ごとに組緒記れ以ひとりの個

｀琶鯰竺竺o-― -----------—人は (19. )に所厩し、 (1q)や ((9)が所展する集団恕通じで知和
①武士と並ぶ支配身分として、(4- )家や(~ )、上層 の船加位置っ．．け引策。（←百姓の家に生まれたら百姓ってこと）

の (6. )ｷ(7 )も含まれた。武士の家で、 (8 )®武士や一部疇迂認葦·町人疇喜（幻． ）にあ琴戸呈の

疇恥専念す歪雲茎壼迄咬2-------------＿＿＿権限が強く財産ゃ家葉 1;r (21 )への単独相続が基本であ表。

⑤一方、社会の大半を占める被請疇分は鷹裏亙，中心に―©````]芯：；｀｀着企誹賽厖な碍噂雌恥風潮
林業・｝鱈業に従毒す~('I. )、大工ゃ n鉛冶な虚） 繹リ女性は r家にあぶ認に嫁しては夫に、夫死しては子に従うょ
手工業者で蒻 (10. )、都市に住む (II. )の いウ r22 ． 泣が‘<23. >の作とされぎ知 』で

3つが主なものであつだ。〉山このようなネ豆恥秩序を］ 説的、夫は(.25'. )と呼ば熔離縁状で離婚できた。
rl2. ..&と呼ぶことも琴。 配が中心―------------------------------二;-------—·

--____ @)とはい之男子が生まれなガ和」すと仕性が婿を認馴蓬(J)

①「|2心籍」に ((3. )・（H· )匹麟疇被差胆続疇パ九雙息謹鳳恥且量疇麟(/)
豆ゎ

疇疇り、 ((3)は庸業ゃ疇製造・わら細エなとの手工業（％ ）［麟寺］尋t麟鬱丘辱豆疇疇めら

に従車した。し乳、謳府ゃ丈名の支配疇とで死鴨曇ねた1jした。 ｮ 将 天宦 ＼被別
砂心＜ 年ほつ 培公家 ヵゎた、X·都市で住如認

理ゃ伊刊役なとを弱疇、 rls、 」なと疏衷称で吃叩。支配捻 武士 埠tイ｀サ臥なとで繹の仕事（ミ
⑤(II/.)は、オ也喝ガら誹陪され隻田化した百賃曰指し、 寧抄滋門傘 叩与人 知識＼疇捻人々を
(16 長 (17 )によリ新たに (l4)と露翫鱗｀ `! 讐四） 疇、（刃． ）と＼＼づ。



入試疇でアウトフ切ト
（問）江戸時代‘(J)妙制度の説哨知譴熙を判定し
ょう。（聖心せ子大）

1)支配身分である武士の特罹としで、苗字・帯刀ャ切捨
御免なとがあ某。 [ ] 
2被支配醸分の一つでおる非人は、治窃惹察の和栴
を担う逗ともあ泰。 [ ] 
叫農業の(/--J-l丑食ゎっていた者だけが召姓と呼出てた。

[ ] 
『）士農ェ商本武士·吾姓賠人・商人の四民を指す
ことばで·おる。 [ ] 

ｮ(ro. )は、 (4) や (7)の監澤役を果たした。こうした (9)を
を含め、村の正規の構賑冒としで村の還落に携ゎることができたのは
(l l. )に田畑ゃ屋敷地の所持者として極羮却屏奢諸
知鰺疇（P． )であ忍
-------------------------------------------アこさく

®翫は、土地を持げ、他人の土助を借りて寿泰［＝小作］しだ」、
鵡‘仕事に従事したリ謬 (13. )ゃ勤な（か籍
衣

届胴係を結ぶ、（松 ）・((S-. )らもいた充こうした(1.2)以外

の者が村の運営に胴与謬ことはなガ棗。--—- -- --- --- -,——-—'- -

®村恥数戸ずつで(f6. )をつくらせ、年酋終記入ゃ犯罪の防
均の連帯青任を負わせた。囀植えゃ屋胆童きなとは(1'7, )または
(18. )と呼ばれ寄井同労働で翫ず、村製恥止野地である

回担雫 さた区 函攻 (l9. )(!)禾廂、道の整備な謬詞這治的に行棗。
①中世の惣村では、オ蒻阜青豆‘とな沙汰人を中［心に、惣掟―©五｀｀｀パ玉―----)ーここ］五五最―力］贔；；｀百五ぅ□―
とい汀葦鰤蓋麟、寄釦翫蓮営された。翌）慰村がた。村這営は (2(. )[2(’- ]に基づいで行われで譴詞
並世に如維がれ、（1. ）［痴角界を決めたこと］な哀

は、村民均譴託絶っ（m． )の制裁をうけた。輝1さ碕配ぃ疇麟が進んで新しい村ヵ注まれたりして.. ----------———-—---------------—---- ---
l7c末には全国心数ヵ‘•(; )令Jき翫と総鵡®囀は秤全体に対してガけ王翫青任で納諺侮 ) 

翌盆ち疇(3. )石となコ応。 がとられ、田畑ゃ屋敷声蜘虚羞也玄る（堺． ）を.____-_-__ :___------------—更‘詞叫 ）［関西では (5. )吏北では (6. )]中（こに届濯遺される（;25. )昇品に爬じて農民 l追里せら
と呼ばれ裂村碩、その（午）を補佐す~(7. )村厨 饂付如税の (26 )、一国単位で課ぎ念河川の上に事
代表の (8. )葬辱 (9. )と呼ば打怠輝揺の (2'7. )、公用如肴に人や馬をさし出す（お． ）があ忍
人を中心に運営された。



ロ三-;
滋んなふ遥疇！分疇剛 (6)詞地の利用や、用水路の管理、寧整備麟 9lょ

18 豆 治窃維特砕I泣謬経瞥のことを？ ( 
•X （弥温：（872年まで存続した←イヤな3だ批租改正の前



国町人の統制 ⑤町人としで資格を持ったのは、立也屋応を持つ (15. )・
①武士は、豊臣政罹の兵農分離政寄によって(1. )への ({6. )で、町の運営に参加した。一方、((~)ヵも土地き借りて
移住を攣Jされ、地域における箱主としての力を見た。 (1) は 家屋を達てて居住翁 (r7. )、家を借リて謬 ((8. ) 

いうか

(2. • ) • (3. )・（ク ）と疇鱈‘との や、西家に住粁込も‘輩夏，ま、明政に参加で琴疇。
居住地の区別があ表。(4-)は Cs. )とも呼ばれた。 一3試疇でア井アト
(1)の模式‘回I-~ぶ六忘丁丁而m蝸， 1 |0: (2) （間）次の迂を読叶下記嘩問這ぇょう。（屯廷）こ＇．99 :]  | |6c却以降さ詞認疇ヵ睾達し各地で特産翫生産
肇

心込ぶ幽-—, ----

睾

迄が甜んにな某。ま怠陸上ゃ海上の交通網が整備缶る
ことで特産厨生産把と三都賢謳耳にな⑳寄応が
結（我々巖餘だけで応飢窟魯な⑳商品の忠厨も盛んにな迄

恥）は、西人・手工業者屁疇住し、（6 ． )といか虚会を 1(1) 下線訳）遭謬次の説B月のうち、正しいものにはイ、
為く形成した。 (6) は正人の代表であ~(7. )ｷ (8. ) 謬ているものには口を書き入れよう。

(9. )ｷ (ro. )訊‘とを中心に（（（． )[(('. JI a城下町は城剖を中咄として武家珀、寺社地町人地｀いて蓮営された。 1 なとのように砂は這芍る区域‘ヵ沿けら硯［ ] 
-----------------—,—,-- ---

⑤野人 Iょ営業直配、屋敷地にガ（t壼譴傘 lb城下町の町ば也砕‘とには、町と心担呻があり町筵、町
(12. )の免除認の特罹があリ、吾姓のような重ぃ彗 畔砕と霜‘れる者を中I\'.;'に妍法な話を定めて運営がな

ー：言言：；；贔蒻三―`---]:-|：富言99する町人には．家持・地主(])'ヽ、店借、］
城下断麟疇遣翫整備、声疇防火なとの C．城下町であ恣江戸の町人地では地子が課せられる認

□l育」］雷言ム言こど攣‘□ (|'f.. ) 1 言誓贔言孟芦塁盆讐：゜疇竺‘]
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